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2. 理論的考察  
 
2.1 スピーキングテストの種類  
Luoma (2004) はスピーキングテストを以下のように分類している。①間接測定
法  (indirect measurement)、②半直接測定法  (semi-direct measurement)、③直接
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（Hughes, 2003）。グループテストは 3 人以上の受験者を同時に評価するテスト形式
である。テストの表面妥当性が高く、スピーキングテストの形式の 1 つとして、受験者









2.2 スピーキングテストの評価尺度の種類  
スピーキング能力の評価基準の設定には 2つのタイプが認められる。1つは分析



















述文からのアプローチと、言語行動の例からのアプローチがある(Council of Europe, 
















































20 人の中国語スピーキングテストのデータを 5 人の教員に評価してもらい、アンケート
調査によって評価尺度の妥当性を検証する。 
 
3.1 国内外の中国語スピーキングテストの評価尺度  










・HSKK（Hànyǔ Shuǐpíng Kǒushì Kǎoshì） 
HSK は、中国教育部国家漢語弁公室が主催し、漢語を非母語とする者の中
国語水準を測るための国家試験である。HSKK は HSK のスピーキングパートで、受
験生のスピーキング能力を判定するテストである。初、中、高級の 3 つのレベルがある。
受験者の発話が録音され、その録音に基づいて評価される半直接テストである。






握 )である(下線は筆者による、以下同様 )。 
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・ATSC(Automated Test of Spoken Chinese) 
ATSC は中国語版 Versant と呼ばれ、近年、北京大学とアメリカのテスト開発会
社によって共同開発された電話によるスピーキングテストである。被験者は電話でテ
ストを受け、テスト終了 2 分後に評価結果が出るという半直接テストである。問題のタ
スクタイプは以下の 5 つがあり、①朗读句子 (文を朗読する)、②重复句子 (聞いた文
を復唱する)、③回答问题  (聞かれた質問に答える )、④重组句子 (提示された単語
やフレーズを並べ替えて、口頭で文を作る )、⑤短文重述 (読んだ文の意味を自分の
言葉で再現する) である。評価尺度は以下の４つで、句子的掌握 (文の正しさ) 、词






・KEPT(Kanda English Proficiency Test)  






性を持っていることが証明されている(Bonk & Ockey,2003)。 
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トであるため、会話の相手とのコミュニケーションを効果的に行うことができたかどうか
も、本研究のテストで測りたいスピーキング能力の側面である。以上の点を踏まえて、
KEPT と同様、「コミュニケーションスキル」も 1 つの評価項目として選ぶこととする。 
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日本の大学で中国語を専攻する大学生 20 人 (詳細は表 2 を参照されたい)にペアテ
ストを受けてもらい、テストにおける発話をすべて録音した。中国語の教員 5 人 (日本
語母語話者 3 人、中国語母語話者 2 人、ともに教育経験は 10 年以上である)にそ




















P       V      G       F        C 






3        3        3       3         2 
3        3        3       2         2 






2        3        3       3         3  
3        3        3       2         2  






3        3        3       3         3  
3        2        3       3         2  






3        3        2       3         2 
4        3        3       3         3  






3        3        3       3         3  
3        3        3       2         2  
ペア 6 11 Ｆ 2 2        2        3       2         2  
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12 Ｆ 2 3        2        3       2         3  






4        4        4       4         3  
4        4        4       3         3  






3        4        4       4         3  
3        4        4       3         3  






4        4        4       4         4  









3        4        4       4          3 
3        3        3       3         3  
注：性別の欄にあるＦは女子学生、Ｍは男子学生である。成績の欄にある P は発音、
V は語彙、G は文法、F は流暢さ、C はコミュニケーションスキルである。  
 
表 3 各評価項目の平均値と標準偏差  
評価尺度  平均 (M)  標準偏差 (SD) 
発音  3.1 .53 
語彙  3.2 .67 
文法  3.3 .55 
流暢さ 3 .70 











  アンケート調査の質問は 9 個からなる。この節では質問の順にアンケート調査の
結果を述べる。 
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① 「ペアテストの会話能力を測るのに、この 5つの評価項目で十分でしたか？ 他に
立てるべき項目はありますか？」 






採点者 5 人全員が「すべての学生の能力をカバーしている」と答えた。 
③ 「教育現場の先生にとって、この評価尺度は使いやすいですか？」  








採点者 5 人のうち、3 人が「記述子はおおよそ理解しやすく、解釈可能」と答えた。
1 人が「コミュニケーションスキルへの解釈に自信がない」と答えた。自分の評価に
どれぐらい自信を持っているかを聞いたところ、表 4 のような結果になった。 
 
   表 4 自分の評価にどれぐらい自信を持つか 
                       採点者  
             1   2   3   4   5      Mean 
発音             5    4    4    5    5         4.6 
語彙             4    5    4    3    4         4 
文法             5    5    4    4    5         4.6 
流暢さ           5    4    4    4    4         4.2 
コミュニケーション  4    4    4    3    3         3.6 
    
表 4 によれば、「自信がない」を 1 点、「とても自信がある」を 5 点にしたところ、



























⑥ 「各項目で評価している内容は重複 (overlap)している部分がありますか？」 
評価内容が重複していると思われた項目は 2 つあった。 
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付録１  
 





















































活発にできる。前の発言に言及したり、示唆したりしながら会話することができる。   
 
本稿は、科学研究費助成事業『中国語学習者を対象に発信力の向上を目指したスピ
ーキングテストの開発』(基盤研究 C、課題番号 15K02781）による研究成果の一部であ
る。 
